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 今に始まったことでないとはいうものの，個人間

の争い，集団（組織）間の争い，そして国家・地域
間の争い，と現実の世の中は争いごとに満ちている。
国家・地域間の争いが「武力」（軍事力）紛争にま

でエスカレートしてしまった場合には，通例，多数
の犠牲者が発生する。 

 

 民法第 1条では，第 1項で「私権ハ公共ノ福祉ニ
遵フ」ことを確認したうえで，第 2項では「権利ノ
行使及ヒ義務ノ履行ハ信義ニ従ヒ誠実ニ之ヲ為スコ

トヲ要ス」と，私権（公権に対する概念）に関して
の通称「信義誠実の原則」（つめた表現として，信
義則）を確認している。 

 この信義則とは，国民が社会生活をしていくうえ
で，関係するさまざまな人々との関係において，一
定の条件または状況のもとで，相手方が抱くであろ

う正当な期待（その意思表示としての要求）に適正
に対応するように行為することを意味する言葉であ
る。 

 信義則の内容（行為として，なにを，どのように
行うべきか）は，当然のことながら，単純なものか
ら複雑なものまで多数の階梯構造を形成している。

「愛」と「誠」は，この信義則を実行していくため
の重要条件であるが，「学力」も不可欠である。 
 意図的に違法な行為をすることにより，他人に不

利益を強いる犯罪だけでなく，利害関係が複雑に絡
み合っている今日の社会においては，結果的に他人
に不利益を強いることになってしまうことも珍しい

ことではない。信義則の内容を，発達段階を考慮し
ながら，児童・生徒に教育活動を通して身につけさ
せていくことは，各学校の基本的な教育課題の１つ

である。 

 

 「内憂外患」は，国内の心配事と国際上の心配事
を合わせ表現したものである。視野を拡大してみる
と，わが国の現状は，この状態にある。 

「われらは，いづれの国家も，自国のことのみに
専念して他国を無視してはならない」という国際政
治・外交上の理想（憲法前文では，「政治道徳の法

則」という表現を用いている）は，時として巧妙に，
また時として理不尽な屁理屈を理由に，半ば公然と
破られる。 

 日・中，日・韓，日・露，さらには日・朝関係の
どれをとってみても，暗礁に乗り上げてしまってい
るという印象が強い。自分（私的であれ，公的であ

れ）の意に反する相手方を一方的に非難することは
簡単であるが，それでは国際外交の建設的な進展を
期待することができないことはわかりきっている。 

 比類なきまでに徹底した国際協調・平和外交主義
を宣言している現行憲法の理想を掲げて，今後とも，
世界の中のリーダー的存在として「名誉ある地位」

を維持していくためには，「教育の力」により，児
童・生徒の地力を鍛えていくことが不可避の課題で
ある。 

学校教育がその課題のすべてを担うものではない
としても，その課題を自覚した各学校における現実
の国際社会に関する児童・生徒（学生を含む）の豊

かな理解力の育成への挑戦が望まれる。 

（わかい・やいち＝上越教育大学教授・附属小学校長併任） 
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